
第152回エコ塾 in エコテクノ2025

北九州市における

の取り組みについて



GXとは?







環境省「脱炭素ポータル」より抜粋
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上昇を続ける世界の気温
•
•

なぜGXに取り組むのか
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なぜGXに取り組むのか
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気候変動による物理的なリスク








なぜGXに取り組むのか
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カーボンニュートラルの実現に向けて
気候変動による移行リスク

•


•


•


•


タダでCO2を排出できる時代は終焉を迎えるタダでCO2を排出できる時代は終焉を迎える



なぜGXに取り組むのか
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加速するGX投資
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1963
北九州市発足

2000～

▼激甚な公害が発生
「七色の煙」や「死の海」

▼「オイルショック後の鉄冷え」

1901
官営八幡製鐵所

1920
東洋陶器

1925
安川電機製作所

●エコタウンプロジェクト
【環境産業】

●学術研究都市【新産業】

1950～1900～ 新たなドラマ
のスタート

『ものづくりのまち』として日本の高度成⾧期をけん引
工業地帯へ

当時、世界で類を見ない五市対等合併により、九州初の
『百万都市』、『政令指定都市』として、北九州市が誕生

●人口急増

（自動車・半導体等）

時代の最前線で常に新しいことに挑戦し、
多くの困難を乗り越えてきたドラマの豊富なまち

2022
脱炭素先行地域に選定

2011
・環境未来都市に選定
・OECDグリーン成⾧都市に

アジアで初選定

2006
新・北九州空港開港

公害を
克服

北九州市のあゆみ

●洋上風力発電【環境産業】



温室効果ガスの排出状況

出典）環境省資料 10



温室効果ガスの排出状況
兆円
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出典）国立環境研究所HPより

※北九州市の「その他」は、エネルギー転換部門、廃棄物部門、
工業プロセス部門、メタン、一酸化二窒素、フロンガスの計

日本国北九州市

11.6億トン1,365万トン

排出量全体の約６割を占める産業部門の取組みがカギ

温室効果ガスの排出状況



北九州GX DA北九州市のGXポテンシャル

資源循環産業と
製造業との
ネットワーク

北九州グリーンインパクト

生産能力
最大200万t/年

大阪万博
100台納車

九州最大級
120Mw

後工程
世界最大手

供給側

GX産業立地
の最適地

需要側



北九州GX DAY北九州GX MAP

水素供給拠点の整備

洋上ウインドファーム

■

■

■

若松エリアを
GX総合拠点へ

北九州エコタウン

■

■





北九州市の強みを生かしてGX投資を呼び込む

320
社

北九州ＧＸ推進コンソーシアム

産学官金オール北九州による
「北九州GX推進コンソーシアム」を設立。（R5.12）



東京大学未来ビジョン研究センター

北九州GX推進コンソーシアム顧問

最先端の知見を北九州市でも



GXによる北九州市の成⾧に向けた取組みを展開

ワンストップ相談
専門家派遣

GX推進補助金

CO2排出量測定
ツール無償提供

GXビジネススクール

テーマ別研究部会

北九州GX推進コンソーシアムの取組み



GXによる地域企業の変革をコンソーシアムが支援

GXビジネススクール開講
 令和6年1月、10月開講

地域企業のCO2把握支援
 可視化ツール無償提供

先端テーマ別研究部会設置
 次世代燃料、カーボンリサイクル・マテリアルなど

ワンストップ相談窓口開設
 専門家による伴走支援を実施

北九州GX推進コンソーシアムの主な活動
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GX推進補助金
 令和7年度事業費1,000万円



新しい技術を社会実装につなげていく「共創」の場を形成

４部会組成

関連セミナー12回

先端テーマ別研究部会の実施



先端テーマ別研究部会の実施






各社がアクションプランを作成、脱炭素経営の次のステージへ

北九州GXエグゼクティブ・ビジネススクール

主な講師陣 日本IBMTOYOTA デンソー九州

ウイングアーク１ｓｔ メンバーズ

20社 43名
受講



7月より受講者募集中!

北九州GXエグゼクティブ・ビジネススクール



ワンストップ相談窓口・専門家派遣
グリーン成⾧を目指す企業の相談窓口を設け、
GXの知識・技術を有する「専門家」による伴走支援を実施

専門家による課題解決に向けた伴走支援

4回まで

企業

令和7年6月まで

25件
相談対応中
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・算定したCO2排出量の妥当性評価
・工場の生産ライン見直し
・省エネ、補助金活用支援
・協業支援企業発掘 など



ワンストップ相談窓口・専門家派遣
登録専門家（R6.9月末現在）:16社 ※随時追加中

その他
スタートアップ、中小企業支援、企業立地補助・・・

すべてワンストップ
相談窓口で受け付け

事業変革・新分野参入
計画策定支援

カーボンニュートラルに
向けた改善支援
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地域企業のCO2把握支援

自社のCO２を把握して、次のアクションへ

コンソーシアムがアカウントを付与
無償・無期限で使用できます

企業のGXに向けた取り組みの第一歩は、CO２を把握するところから・・・

社
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ＧＸ推進補助金
地域企業のGXビジネスモデル変革・新ビジネス創出を推進

GXで企業価値を高める企業の取組みを支援







これらに関する取組みを支援
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ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
変
革
・

新
ビ
ジ
ネ
ス
展
開

ビジネスモデル変革・新ビジネス展開に向けて総合的に支援

地域企業の変革に向けたロードマップ
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環境保全と経営の両立

シャボン玉石けん株式会社

松本工業株式会社

溶接レスの新工法

大英産業株式会社

地産地消の推進

デジタル化と再エネ

株式会社西原商事

地域企業の取組事例



熱のカーボンニュートラルへ挑戦!!

北九州市での生産活動再開は17年ぶり!!

全国３拠点の1つ!!

GXを推進し、北九州市を「稼げるまち」へ

北九州GX推進コンソーシアムのこれまでの成果
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GXを推進し、北九州市を「稼げるまち」へ

投資促進に向けた金融機関等との連携

地域企業のGXへの取り組みを促進

これからの主な動き
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GX産業立地の実現に向けて




